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学年

家庭・地域
との連携

　地域に開かれた学校として、公開授業や学校評議員会、様々な学校行事において地域社会との連携
を深めながら生徒が地域に支えられ、地域から応援されていることに気づかせる。また、学校生活に
おいては、家庭や地域と連携しながら、生徒が自己を尊重するとともに他者を尊重する心を育てると
ともに、社会の一員としての自覚を高め、他者との共生を尊重した人間としてしっかりと生きていけ
る力を育成する。

情報に関する正確な知識を学び、情報を正し
く扱う技術を習得する中で、情報社会におけ
るモラルや感性、道徳心を育む。

総合的な
探究の時間

課題探究の中で多様な学びを体験し、個の学
び、他者のための学びを通し、共生の心や他
者を尊重する理解力を育む。

生活に主体的にかかわりながら視野を広げ、
他者と協力・協働し、自分の生活・生き方を
創造していく力を育む。

３年

最上級生として学
校を形成する一員
としての自覚を持
ち、より主体的な
活動をする中で、
社会の課題に向き
合う。社会を形成
するための判断
力・想像力・協働
力を養い、自己実
現を目指してい
く。

社会を形成する一
人として、自らの
社会における生き
方や、自立して生
活できる力を養
う。予測が難し
く、多様化した社
会の中で、自ら進
路を決定し実現す
るために、他者と
協力しながら学び
を深める。

最上級生としての
自覚を促すととも
に醸成し、卒業後
に自立し、社会で
共生していける力
を身につけてい
く。

最上級生として下級
生を牽引する自覚を
持つと同時に、後輩
とともに成長する意
識を持って集団づく
りをしていく。ま
た、その意識から社
会を構成する一人と
して自覚を持ち、集
団生活の充実に取り
組む。

情報

自律の精神を磨
き、主体的に行動
できる判断力を養
う。また協調の心
を育て、集団のつ
くり方や協働して
物事に取り組む力
を育て、社会の一
員として生きてい
く力を身につけて
いく。

自ら将来を見すえ
た進路探究に取り
組み、具体的な進
路目標に向けて、
学びの在り方や自
分が社会でできる
役割を考えてい
く。

各ホームルーム活
動での諸活動にお
いて自覚と責任を
持ち、またホーム
ルームの枠を超え
てより大きな集団
における自己確立
の可能性を模索し
ていく。その中で
他者と集団を構成
する力を養う。

学校における中心
的な存在として主
体的に行動し、課
題の解決や目標の
実現に向けて他者
と協働する自主的
かつ実践的な態度
を身につける。

家庭

身体を動かすことやスポーツを通し、また保
健学習を通して、人を大切にする態度を育て
る。

芸術
我が国および諸外国・地域の芸術文化に触れ
ることで、豊かな感性を養い、多様な文化を
理解し、その良さを認めあう力を育む。

外国語

言語感覚を豊かに高め、言葉による見方・考
え方を働かせ、他者の心情を理解する感性や
思いやりの心を育む。

地理歴史
世界各国・地域の国土や歴史、文化に対する
知識と理解を深め、社会との関わりを意識す
るなかで、人としての生き方を育む。

公民
多様化する現代社会の仕組みや社会が抱える
諸課題や地域課題について考えることで社会
の一員として主体的に生きる力を育む。

規律や生活習慣を
学び、建学の精神
の「信頼に足る人
物たれ」のもと、
一人の人間として
よりよく生きてい
くための力を養
い、また学校や学
級の一員として協
力して学校をつく
る自覚を身につけ
る。

職業理解、自己理
解を目標にし、将
来社会で生きて行
く上での自分の在
り方を学ぶ。また
集団の一員として
生活する中でいか
にして生きていく
のかを考え、共生
の心を養う。

学級の一員として
他者とともに自ら
を育て、仲間とと
もに協力し合うこ
との大切さ他者へ
の思いやりを学
ぶ。集団の中にお
ける自己の確立と
ともに、自律的な
行動のできる人間
としての力も養
う。

さらなる自己実現
を目指すととも
に、より集団活動
の尊さや仲間を尊
重する精神や他者
への理解し、目標
達成への努力の大
切さを養う。

国語

理科
自然との関わりを認識し、事物・現象を探究
する活動を通し、科学的に生命や持続可能な
環境について考え、行動する姿勢を育む。

２年

中学校教育の成果を更に拡充し、全人教育を施し、将来・国
家・社会における文化の創造と発展に寄与できる人材の育成
を目指す。

○自立した人間として、主体的に学校や他者と関わり、活
動していく中で協働する力や協調性を育んでいく。

○中学校より積み重ねてきた道徳的な諸価値への理解力や
判断力、感性を基に他者や社会と共生する意欲や態度を養
う。

○一人の人間として自国の歴史や文化、伝統を大切にしな
がら豊かな心を育み、自己実現を目指していく。そのうえ
で他者や異国の文化を大切にする精神を育てていく。

重点目標

(1)探究的な学習活動における協働的な学びを通して、生徒が
地域社会を含む多様な他者との関わりを意識し、対話を重ね
ながら課題を解決していく力を身に付けることを目指す。
(2)生徒が自ら思考し主体的に学び続ける姿勢を育むととも
に、社会の変化に柔軟に対応する力を涵養し、進路実現へと
つなげる。
(3)教職員一人ひとりが人権感覚を高め、いじめや体罰のない
安心・安全な学校づくりに組織として取り組むとともに、生
徒や保護者の思いを共感的に受け止め、共に成長する姿勢で
日々の教育活動に臨む。
(4)岩高の良さを追求し、本校の特色化を推進するとともに、
その魅力を積極的に発信する。

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

諸外国の言語や文化に対する知識、理解を深
め、国際的な視野を広げ、コミュニケーショ
ン能力や他者を理解する力を育む。

保健体育

数学
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動
を通して、知的好奇心や豊かな感性、粘り強
く考える態度を含め、創造性の基礎を養う。

１年

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和８年度　道徳教育　全体計画

岩村田 高等学校 全 普通


